
2006年（平成18年）９月号 12

８月25日（金）に国際交流会館で行われた
誕生証書交付式に出席した方々

（平成18年６月届け出）

川

柳

広広
報報
文文
芸芸

赤ちゃん編
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生まれてきてくれてアリガトウ
思いやりのある子になってネ螢

（福井香月さん・公園通り）

心音にあえてとてもうれしいで
す。元気で明るく素直な子にそ
だってね！大好きだよ螢
（奥瀬雪さん・強巻）
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健康で元気に育ってくれる事が
一番嬉しいです。お姉ちゃんと
一緒に幸福に！
（永澤めぐみさん・瀬良沢）
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健康で、元気に育ってネ～！！

（一戸恵美さん・中野）
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お姉ちゃんと仲良く元気に育っ
てほしいです。生まれてきてく
れてありがとう螢螢
（成田麻美さん・瀬良沢）
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３つの中から正しいも
のを選び、ハガキに書
いて役場企画課までお
送りください。

①中野町長は今回で連続当選何期目
でしょうか？　　
狢－１０　狠－５　　狡－９
②県民体育大会で鶴田町が１位を取
った競技は何種目？
狢－４　　狠－６　　狡－８
③フッドリバー訪問団員は全部で何　
人来町したでしょうか？
狢－２０　狠－２４　狡－２７

ハガキに答え
の記号、住所、

氏名（未成年の方は保護者名も記
入）、年齢と広報に対するご意見や
ご要望などを書き添えてください。

なども大歓
迎です。全問正解者の中から、抽
選で10人の方にプレゼントを差し
上げます（月末必着）。

応募方法

マンガ やイラスト

イズに
挑　戦ク

〈８月号の回答〉
①－狢 ②－狡 ③－狠
〔８月号の当選者〕
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑチューリップさん（妙堂崎）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑコスモスさん（妙堂崎）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑラスカルさん（廻堰）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑになさん（廻堰）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑ鶴子さん（相原町）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑムシキングさん（木筒）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑきらりさん（木筒）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑさやっちさん（みどり町）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑ銀さん（みどり町）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑファイトさん（駅東町）
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